
 

 
 

 

公益財団法人 
日本女性学習財団 
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庄内地域子育て応援協議会 

 
  

 

日 時            

会 場   東北公益文科大学公益ホール（酒田市公益研修センター） 

定 員   200 名（申込先着順） 

参加料   無 料  

プログラム 第Ⅰ部 講演 門脇厚司さん 

「子どもの育ちに今、必要なこと－「社会力」を育てる環境づくり」 

      第Ⅱ部 鼎談 門脇厚司さん・高橋紀子さん・伊藤眞知子さん 

「子育て・庄内 “ちえの輪”トーク」 

申込方法  裏面をご覧の上、FAX またはメールにてお申込みください。 
      ※お席に余裕のある場合、当日参加も受けつけますが、事前申込みの方を優先させていただきます。 



ふりがな

氏　　名

電話番号 ご所属

●高橋紀子さん　農業・はらぺこファーム（フルーツソース加工・販売）
　山形県庄内町在住。大学時代に北海道の実習先でラズベリーと出会い、自分の農業にしよう！と決め、長野で栽培研修し、実家
に就農（今年で11年目）。夫・息子（小4年）・娘（幼年長）・両親・祖母の７人家族。稲作（19ha）、花卉、ヘチマなどを栽培する専業農
家。自分の部門として、ラズベリーとブラックベリーを無農薬、無化学肥料栽培し、フルーツソースに加工・販売している。地元の規格
外農産物（ラフランス、桃等）を活用したジャムも加工。地元酒店、酒蔵と連携してラズベリーのお酒を開発。ラズベリーの葉を利用し
た「ラズベリーリーフティ」を開発。子育てサークルママ友の「子どもを畑体験させたい」という声をきっかけにラズベリーつみとり農園を
OPENし、遠足や体験学習に活用していただく。今年から庄内町余目地区の学校給食にブラックベリージャムを供給。子どもたちの
「おいしかった！」の声に元気をもらっています。
◇メッセージ：子どもたちが幼い頃は、仕事と子育てを上手に両立できなくて悩んでいましたが、子育てを通じて出会った
ご縁で、仕事が新しい世界に進んでいける力になったと思います。

●伊藤眞知子さん　東北公益文科大学教授
　国立女性教育会館事業課研究員を経て、2001年4月の開学と同時に着任、2006年4月より現職。2007年4月から2010年5月まで副
学長。専門は社会学・女性学。大学では「ジェンダー論」「家族と地域生活」「公益社会演習」等を担当、「とび魚だしプロジェクト」の学
生たちと活動している。庄内地域子育て応援協議会会長、山形県男女共同参画審議会会長、山形県総合政策審議会委員等を務め
る。近著に「『災害とジェンダー』の課題」（東北公益文科大学総合研究論集第20号）「『地域共創の学びと活動』の評価・検証の試
み」（共著、同第21号）、『生活の協同』（共著、日本評論社）等。
◇メッセージ：みんなで知恵を出し合って、みんなで子どもの育ちを応援し支えていきましょう。

●門脇厚司さん　茨城県美浦村教育長・筑波大学名誉教授
　筑波学院大学初代学長。専門は教育社会学。山形県の庄内（旧立川町）で育つ。「社会力」をキーワードに、子どもや若者が社会
をつくる力を育むことについて研究し、実践面から提言。学校づくり、遊び場づくり、地域づくりなどにも積極的に参画。筑波学院大学
では、「つくば市をまるごとキャンパスにして社会力を育てる」と、市全体を巻き込んだユニークな活動を展開し注目を集めた。主な著
書に『関係づくりの難しさをラクラク超える』（日本女性学習財団）、,『子どもの社会力』『社会力を育てる』（共に岩波新書）、 『<大人の
条件>－「社会力」を問う』（岩波書店）、 『学校の社会力』『親と子の社会力』（共に朝日選書）　ほか多数。
◇メッセージ：“ひとが人とつながり社会をつくる力”である「社会力」が今や時代のキイワードになっています。ヒトの子は人
とのつながりの中で育ちます。地域のつながりこそ“子育ちの素”であり滋養に富んだ養分です。では、地域の人のつなが
りはどうやって作り出してゆくか。こたえはあなたの頭と心の中にあります。

◆講　師　紹　介

期待すること

　　　　　　　　　　　　　　　　　代

【お申込先】　　FAX　　　03-3434-8082　（日本女性学習財団）

　　　　　　　　　メール　   shonaikosodate@gmail.com  （庄内地域子育て応援協議会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 jawe@nifty.com　（日本女性学習財団）

※メールの場合、件名に「１１月２３日セミナー申込」とお書きの上、下記についてお知らせください。

年　代

　　　　　　　　　－　　　　　　　　－

【お問合せ先】
◆庄内地域子育て応援協議会 担当 江口

メール shonaikosodate@gmail.com
◆日本女性学習財団 担当 池田

電話 03-3434-7575   Fax 03-3434-8082
メール jawe@nifty.com URL http://www.jawe2011/jp

◆参加申込：下記について、FAXまたはメールにてお申込みください。

【会場】東北公益文科大学 公益ホール
（酒田市公益研修センター多目的ホール棟）

〒998-8580 山形県酒田市飯森山3-5-1

 
◆会場地図・お問合せ


